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１．はじめに 

空港滑走路は、タイヤゴムの付着や路面排水性の

低下に伴い、すべり摩擦係数が低下することがあり、

航空機の離着陸時における安全性確保が課題となっ

ている。一方、ICAO（国際民間航空機関）の基準が

改定され、最低摩擦係数の設定とその確保が義務化

し、今後、各空港では最低摩擦係数確保のための定

期的な計測が必須となっている。本研究では、多頻

度測定に対応したより簡易に摩擦係数を計測する手

法の導入のため、現在すべり摩擦係数測定に用いら

れているSFT（Surface Friction tester）（95km/h）

（写真－１）に対し、低速走行による計測（SFT

（65km/h））及び主に道路用として普及している摩

擦係数計測機器（DFテスタ）（写真－２）について、

滑走路への適用性を検討した。 

 

 

 

 

 

写真－１ SFT     写真－２ DFテスタ 

 

２．各計測機器によるデータ間の相関関係の調査 

2014～2015年度にかけて、東京国際空港等におい

てSFT（95km/h、65km/h）及びDFテスタによる滑走路

面のすべり摩擦係数測定を行い、それぞれの機器で

計測されたすべり摩擦係数間の相関関係を調べた。 

測定の結果、SFT（95km/h）とSFT（65km/h）との

間には、強い相関関係があることが確認された（図

－１）。さらに、SFT（95km/h）とDFテスタとの間に

おいても相関関係があることが確認された（図－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ SFT（95km/h）とSFT（65km/h）との関係 
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図－２ SFT（95km/h）と DFテスタとの関係 

 

３．今後の取り組み 

今後は、空港毎の利用状況（離着陸回数、利用機

材、除雪の有無）や滑走路の状況（使用年数）等を

踏まえ、新たな計測手法の導入を考慮した空港滑走

路のすべり摩擦係数確保のための計測管理方法の提

案に向けた研究を進めていく予定である。 
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１．はじめに 

社会資本の高齢化が進み、計画的な維持管理の重

要性が増している一方で、国土交通省や地方公共団

体では調達や監督・検査に係る職員数が減少してい

ることから、維持修繕工事の積算の効率化や監督・

検査の効率化が重要となっている。 

国土交通省では、積算の体系化・省力化に取り組

んでいるが、現場条件や施工内容が多種多様である

維持修繕工事においては、標準積算基準が無い工種

や標準積算基準の適用が出来ず、歩掛見積りを徴集

し積算を行っている場合も多い。また、標準積算基

準がない工種については、施工段階における施工管

理基準等がないケースが多いなど、効率化の妨げと

なっている。 

 

２．積算の効率化 

全国の直轄事務所から歩掛見積りにより積算した

工事の発注関係資料を収集、新土木工事積算体系の

用語定義集を参考に工種の定義(素案)を整理し、工

種等の分類を行った。合わせて工事に多く採用され

る工種について、工事発注の際に作成される設計図

書（図面、特記仕様書等）に記載されるべき事項を

検討し、受注者の意見も踏まえながら整理を行った

（表）。 

また、標準的な事項を整理した工種については、

概算工事費の把握が出来るようにするため、工事費

情報の収集様式を検討した。 

 

３．監督・検査の効率化 

全国の直轄事務所から維持修繕工事の施工管理

（出来形、品質）に関する資料を収集し、共通仕様

書に規定がない工種や２．で整理した工種について、

施工管理の実態を整理。今後、同工種により施工す

る際に施工管理を効率的に実施するための参考とな

るように、工種ごとに実施項目や内容の整理を行っ

た。 

 

表 設計図書に記載すべき標準的な事項 

 

これらの情報は、現場で役立つよう、より実用的

なものとすることを目指している。 

 

４．今後に向けて 

概算工事費等の情報を収集整理し、維持修繕工事

の積算の効率化の検討を行うとともに、監督・検査

の効率化に向けた施工管理情報等についてもとりま

とめていきたい。 

設計図書 項目 留意事項

図　　面 全般 整えるべき図面の種類（橋梁一般図、構造図等）

一般図等 橋梁の場合、工事箇所の明示

構造図 工事目的物の仕様明示内容

その他 参考図（参考事項）の明示方法

特記仕様書 搬入路 搬入路の路線番号（Ex.国道○○号）

搬入口の状況（整備済み、未整備）

工期 工事に必要な期間と、工事以外の期間の有無

施工時期 河川非出水期間

その他施工期間の制約を受ける条件の有無

施工時間 夜間作業の有無。

交通規制が出来る時間

周辺環境 ＤＩＤ地区の有無

関係機関調整 協議状況（協議中、完了見込み、済み）

当該工事で実施すべき協議の有無
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